
王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文

～
唐
代
金
陵
詩
史
の
幕
開
け

寺

尾

り岡

　
　
　
一
、
序
～
唐
代
金
陵
詩
史
に
お
け
る
王
勃
の
位
置
づ
け

　
唐
代
金
陵
（
江
蘇
省
南
京
市
）
詩
文
の
歴
史
を
通
観
し
て
み
た
場
合
、
そ
の

幕
開
け
を
告
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
人
は
、
「
初
唐
四
傑
」
の
一
人
・
王
勃
（
六

五
〇
～
六
七
六
）
で
あ
ろ
う
。
王
勃
に
は
「
白
下
駅
饒
唐
少
府
」
、
「
秋
日
登
冶

城
北
楼
望
白
下
序
」
、
「
江
寧
呉
少
府
宅
賎
宴
序
」
と
い
う
金
陵
を
舞
台
と
す
る

三
篇
の
詩
と
序
が
現
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
王
勃
の
金
陵
関
係
詩

文
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
採
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
地
域
別
詩
文
傑
作
選
と
し
て
も
読
む
こ
と
の
で
き
る
南
宋

の
方
志
『
輿
地
紀
勝
』
で
も
全
く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
唐
代
の
金
陵
関
係
詩
文
の
中
で
、
実
際
に
現
地
に
お
い
て
金
陵
を
取
材
し
た

作
品
と
し
て
は
、
上
記
の
三
篇
が
最
も
早
い
時
期
に
属
す
る
も
の
と
認
定
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
（
し
か
も
製
作
年
代
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
）
、
ま
た
、
そ
の
中
身
に
つ
い

て
も
、
歴
史
的
に
見
て
以
後
の
金
陵
詩
文
の
手
本
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
質
・

　
　
　
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号
　
二
〇
〇
九
・
三

量
と
も
に
充
実
し
た
内
容
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
点
か

ら
考
え
て
も
、
唐
代
金
陵
詩
文
史
を
考
察
す
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
重
要
な

作
品
群
と
見
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
篇
の
作
品

に
訓
読
及
び
通
釈
を
付
し
つ
つ
、
王
勃
の
金
陵
に
対
す
る
見
方
や
描
写
法
を
考

察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
（
「
王
子
安
集
注
」
〔
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

五
年
〕
を
底
本
と
す
る
）
。
ま
た
同
時
に
、
そ
の
後
世
へ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ね

も
、
主
に
李
白
な
ど
唐
詩
人
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。

二
、
「
白
下
駅
饅
唐
少
府
」
詩
に
つ
い
て

　
　
【
本
文
】

　
　
　
白
下
駅
餓
唐
少
府

　
　
　
　
白
下
駅
に
て
唐
少
府
を
饅
す

三
七
ー
五
三

（『

､
子
安
集
』
巻
三
）

　
　
　
　
　
三
七
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
1
　
第
三
十
四
号

下
駅
窮
交
日

昌
亭
旅
食
年

相
知
何
用
早

懐
抱
即
依
然

浦
楼
低
晩
照

郷
路
隔
風
煙

去
去
如
何
道

長
安
在
日
辺

下
駅
　
窮
交
の
日

昌
亭
旅
食
の
年

相
ひ
知
る
こ
と
何
ぞ
早
き
を
用
ゐ
ん

懐
抱
は
即
ち
依
然
た
り

　
　
　
　
　
　
た

浦
楼
　
晩
照
を
低
れ

郷
路
　
風
煙
を
隔
つ

去
り
去
る
は
如
何
な
る
道
ぞ

長
安
は
日
辺
に
在
り

【
通
釈
】
白
下
駅
に
て
唐
少
府
に
饅
別
す
る

　
白
下
の
駅
亭
で
の
貧
し
き
交
わ
り
の
日
々
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
若
き
日
の
韓

信
（
『
史
記
』
「
准
陰
侯
列
伝
」
）
が
下
郷
昌
亭
の
亭
長
の
も
と
で
寄
食
し
て
い
た

年
月
の
よ
う
。

　
二
人
が
相
知
る
仲
に
な
れ
た
の
が
遅
す
ぎ
た
な
ど
と
残
念
が
る
必
要
は
な

い
。
胸
に
抱
く
友
情
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
か
ら
。

　
別
れ
の
宴
席
を
開
い
て
い
る
浦
辺
の
楼
閣
に
は
、
暮
れ
方
の
夕
陽
が
低
く
照

り
輝
い
て
い
る
。
あ
な
た
の
故
郷
へ
の
旅
路
は
、
風
や
露
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て

い
て
、
さ
ぞ
や
苦
労
も
多
か
ろ
う
。

　
あ
な
た
の
去
っ
て
ゆ
く
道
は
い
か
な
る
道
で
あ
ろ
う
か
。
目
指
す
長
安
は
太

陽
の
あ
る
あ
た
り
。
遠
い
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
こ
は
天
子
様
の
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

三
八

　
こ
の
五
言
律
詩
は
、
金
陵
を
舞
台
と
し
た
王
勃
の
作
品
の
う
ち
、
唯
一
の
詩

で
あ
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
詩
題
に
あ
る
「
白
下
駅
」
と
い
う
地
名
。
「
白

下
」
と
は
『
晋
書
』
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
『
梁
書
』
『
陳
書
』
等
に
し
ば
し
ば
見

え
る
地
名
で
、
戦
乱
時
に
は
、
軍
隊
が
駐
屯
し
た
と
か
、
争
奪
の
場
と
な
っ
た

と
い
う
記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
、
六
朝
時
代
、
金
陵
に
お
け
る
軍
事
的
要
衝
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
と
に
『
南
斉
書
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
倖

臣
伝
・
劉
係
宗
」
に
「
上
（
斉
の
武
帝
）
欲
脩
治
白
下
城
、
難
於
動
役
。
係
宗

啓
役
東
民
丁
随
寓
之
為
逆
者
、
上
従
之
。
後
車
駕
講
武
、
上
履
行
白
下
城
、
日
、

『
劉
係
宗
為
国
家
得
此
一
城
。
』
」
と
あ
り
、
ま
た
「
武
十
七
王
伝
・
南
海
王
子

π
干
」
に
「
（
斉
の
武
帝
）
永
明
六
年
、
…
上
初
以
白
下
地
帯
江
山
、
徒
娘
邪
郡
自

金
城
治
之
。
子
π
干
（
南
海
王
）
始
鎮
此
城
。
」
と
あ
っ
て
、
永
明
年
間
に
斉
の
武

帝
が
こ
こ
に
築
城
し
、
さ
ら
に
僑
郡
と
し
て
の
（
南
）
娘
邪
郡
の
治
所
と
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
に
入
り
、
金
陵
の
地
名
は
、
江
寧
県
、
帰
化
県
、

金
陵
県
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
『
旧
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、
「
（
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

祖
武
徳
）
九
年
、
揚
州
移
治
江
都
、
改
金
陵
為
白
下
県
。
以
延
陵
・
句
容
・
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

下
三
県
属
潤
州
、
丹
陽
・
漂
陽
・
深
水
三
県
属
宣
州
。
移
白
下
治
故
白
下
城
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
太
宗
）
貞
観
七
年
、
復
移
今
所
。
九
年
、
改
為
江
寧
県
。
」
と
あ
り
、
唐
の
武

徳
九
（
六
二
六
）
年
か
ら
貞
観
九
（
六
三
五
）
年
に
か
け
て
、
金
陵
を
白
下
県

と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
白
下
県
の
治
所
所
在
地
が
、
本
詩
に
見
え
る
「
白
下
駅
」
で
あ
り
、
王

勃
の
時
代
、
な
お
駅
亭
と
し
て
存
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
後
に
李
白
も
こ
こ
を
訪
れ
、
「
金
陵
白
下
亭
留
別
」
詩
に
「
駅
亭
三
楊
樹
、
正
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

当
白
下
門
」
、
「
献
従
叔
当
塗
宰
陽
泳
」
詩
に
「
小
子
別
金
陵
、
来
時
白
下
亭
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

「
留
別
金
陵
諸
公
」
詩
に
「
五
月
金
陵
西
、
祖
余
白
下
亭
」
、
詩
題
に
「
金
陵
白

ヘ
　
　
へ

下
亭
留
別
」
と
あ
る
な
ど
、
頻
繁
に
詩
に
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
中
晩
唐
期
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

李
建
助
「
遊
棲
霞
寺
」
詩
に
「
養
花
天
気
近
平
分
、
痩
馬
来
敲
白
下
門
。
」
、
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

握
「
倒
押
前
韻
」
詩
に
「
白
下
同
帰
路
、
烏
衣
柾
作
隣
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
用

例
は
少
な
い
も
の
の
「
白
下
」
「
白
下
亭
」
「
白
下
門
」
と
い
う
地
名
が
「
詩
跡
」

化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
現
在
に
お
い

て
も
曖
昧
で
、
少
な
く
と
も
次
の
四
説
が
あ
る
。

①
南
唐
都
城
・
宋
代
府
城
の
東
門

②
現
在
の
幕
府
山
付
近

③
現
在
の
象
山
付
近

④
現
在
の
獅
子
山
付
近

（
現
在
の
大
中
橋
）
付
近

　
①
の
説
の
根
拠
は
、
金
陵
に
長
期
に
わ
た
っ
て
在
住
し
た
北
宋
の
王
安
石
の

「
東
門
」
詩
に
「
東
門
白
下
亭
」
と
あ
る
こ
と
、
先
に
も
挙
げ
た
『
旧
唐
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
「
移
白
下
治
故
白
下
城
。
貞
観
七
年
、
復
移
今
所
。
」
と
あ
る
こ
と
。
す
な
わ

ち
『
旧
唐
書
』
編
纂
時
（
後
晋
開
運
二
〔
九
四
五
〕
年
）
を
「
今
」
と
す
れ
ば
、

こ
の
時
金
陵
は
南
唐
の
首
都
で
あ
り
、
先
主
李
昇
が
新
し
い
都
城
（
江
寧
府
城
）

を
建
設
し
て
い
た
。
そ
の
都
城
の
東
門
（
現
在
の
南
京
市
東
南
の
大
中
橋
付
近
）

が
、
遅
く
と
も
宋
代
に
は
別
名
「
白
下
門
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
王

安
石
の
用
例
や
、
南
宋
・
張
敦
願
『
六
朝
事
迩
編
類
』
「
白
下
門
」
条
の
「
東
門

王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

謂
之
白
下
。
」
と
あ
る
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
李
白
関
係
の
諸
注
の
多
く
が
こ

の
「
東
門
」
説
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
白
下
県
治
が
当
初
の
場
所
か
ら

移
転
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
記
述
は
『
旧
唐
書
』
以
外
に
見
ら
れ
な
い
こ
と

が
難
点
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
か
り
に
東
門
付
近
に
移
転
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
王
勃
・
李
白
の
指
す
そ
れ
は
移
転
前
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
次
に
挙
げ
る
王
勃
の
「
秋
日
登
冶
城
北
楼
望
白
下
序
」

に
も
、
タ
イ
ト
ル
に
「
冶
城
」
（
唐
代
江
寧
県
治
・
現
在
の
朝
天
宮
）
の
「
北

楼
」
か
ら
「
白
下
」
を
眺
め
て
い
る
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
場
所
と
し
て
は
「
冶

城
」
の
ほ
ぼ
真
東
に
位
置
す
る
「
東
門
」
付
近
と
す
る
の
は
あ
ま
り
適
切
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
李
白
も
「
留
別
金
陵
諸
公
」
詩
に
「
五
月
金
陵

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

西
、
祖
余
白
下
亭
」
と
語
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
方
向
が
全
く
反
対
と
言
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
王
勃
・
李
白
の
「
白
下
」
は
①
と
は
別
の

場
所
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
る
。
②
か
ら
④
の
説
は
い
ず
れ
も
唐
の
白
下
県

治
を
東
晋
の
白
石
塁
、
斉
の
武
帝
の
狼
邪
郡
城
（
白
下
城
）
の
旧
趾
と
捉
え
、

南
宋
『
景
定
建
康
志
』
、
元
『
至
正
金
陵
新
志
』
な
ど
の
記
述
か
ら
「
白
下
村
」

付
近
と
比
定
し
、
そ
の
所
在
地
を
今
日
の
考
古
学
的
成
果
も
踏
ま
え
て
考
証
し

て
い
る
。
②
説
は
蒋
賛
初
『
南
京
史
話
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
幕
府
山
（
六
朝
期
の
幕
府
山
は
そ
の
や
や
南
の
現
在

の
郭
家
山
）
、
す
な
わ
ち
今
の
南
京
市
最
北
端
の
長
江
に
面
す
る
連
峰
付
近
と

す
る
（
「
冶
城
」
の
ほ
ぼ
真
北
）
説
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
あ
ま
り
採
ら
れ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
最
有
力
な
の
は
③
説
。
呂
武
進
・
李
紹
成
・
徐
柏
春
『
南
京
地

三
九
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名
源
』
（
江
蘇
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
、
盧
海
鳴
『
六
朝
都
城
』
（
南

京
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
国
家
文
物
局
編
『
中
国
文
物
地
図
集
・
江
蘇
分

冊
』
（
中
国
地
図
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
こ
の
説
で
あ
る
（
郁
賢
皓
主

編
『
李
白
大
辞
典
』
も
「
金
川
門
外
」
と
し
、
ほ
ぼ
こ
の
説
に
従
う
）
。
象
山
は

現
・
幕
府
山
の
西
南
、
郭
家
山
の
西
隣
、
明
代
の
金
川
門
の
ほ
ぼ
北
東
に
あ
る

小
さ
な
山
で
あ
る
。
六
朝
の
建
康
城
か
ら
見
れ
ば
北
西
、
「
冶
城
」
（
唐
代
江
寧

県
治
）
か
ら
見
て
も
北
北
西
に
位
置
し
、
王
勃
・
李
白
の
詩
文
と
も
あ
ま
り
齪

齪
を
き
た
さ
な
い
。
④
説
は
、
近
年
出
版
さ
れ
た
楊
国
慶
・
王
志
高
『
南
京
城

培
志
』
（
鳳
風
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
説
。
本
書
は
③
説

も
認
め
つ
つ
、
「
更
有
可
能
在
今
獅
子
山
南
麓
至
鍾
阜
門
与
興
中
門
之
間
。
」

（
．
n
U
P
m
）
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
象
山
の
さ
ら
に
西
南
、
明
代
南
京
城
壁
の
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

北
角
に
あ
る
獅
子
山
（
か
つ
て
の
盧
龍
山
。
李
白
「
三
山
望
金
陵
寄
股
淑
」
に
「
盧

へ龍
霜
気
冷
、
鶏
鵠
月
光
寒
」
と
あ
る
。
海
抜
＝
二
〇
メ
ー
ト
ル
。
近
代
史
で
は

南
京
条
約
締
結
地
と
し
て
知
ら
れ
る
）
の
南
麓
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
李
白
の
言
う
「
金
陵
の
西
」
に
い
よ
い
よ
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
②
～
④
説
、
い
ず
れ
を
採
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
近
年
の
研
究
成
果
は
王
勃
．

李
白
の
作
品
の
読
み
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
両
者
と
も
、
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

台
に
臨
み
、
し
か
も
す
ぐ
眼
下
に
長
江
が
ゆ
る
や
か
に
北
か
ら
東
へ
と
流
れ
を

変
え
て
い
る
と
い
う
雄
大
な
光
景
を
前
に
し
つ
つ
作
品
を
書
い
て
い
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
王
勃
の
詩
中
に
あ
る
「
浦
楼
低
晩
照
、
郷

路
隔
風
煙
」
の
二
句
は
、
一
層
、
壮
観
さ
を
増
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
王
勃
の
こ
の
詩
に
お
け
る
今
一
つ
の
注
目
点
は
、
尾
聯
「
去
去
如
何
道
、
長

四
〇

安
在
日
辺
」
に
あ
る
。
こ
の
二
句
は
南
朝
宋
・
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
「
夙
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

篇
」
（
及
び
『
晋
書
』
「
明
帝
紀
」
）
に
あ
る
「
晋
明
帝
数
歳
、
坐
元
帝
膝
上
。
有

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

人
従
長
安
来
。
元
帝
問
洛
下
消
息
、
潜
然
流
涕
。
明
帝
問
何
以
致
泣
、
具
以
東

へ度
意
告
之
。
因
間
明
帝
日
、
『
汝
意
謂
長
安
何
如
日
遠
。
』
」
答
日
、
『
日
遠
。
不

聞
人
従
日
辺
来
、
居
然
可
知
也
。
』
元
帝
異
之
。
明
日
、
集
群
臣
宴
会
、
告
以
此

意
。
更
重
問
之
。
乃
答
日
、
『
日
近
。
』
元
帝
失
色
、
日
、
『
爾
何
故
異
昨
日
之
言

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

邪
。
』
答
日
、
『
挙
目
見
日
、
不
見
長
安
。
』
」
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
単
に
明
帝
の
聡
明
さ
を
賞
揚
す
る
こ
と
だ
け
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
背
後
に
晋
王
朝
の
東
渡
南
遷
の
悲
哀
が
ベ
ー
ス
と
し
て
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
晋
王
朝
の

故
地
「
長
安
」
「
洛
下
（
洛
陽
）
」
と
仮
寓
地
「
建
康
（
金
陵
）
」
と
が
鮮
明
に
対

比
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
従
っ
て
、
明
帝
の
最
初
の

返
答
は
、
確
か
に
ウ
イ
ッ
ト
に
富
み
、
そ
の
聡
明
さ
を
物
語
る
に
十
分
で
あ
る

が
、
む
し
ろ
重
要
な
の
は
明
帝
の
二
度
目
の
返
答
で
あ
る
。
明
帝
の
「
不
見
長

安
」
と
い
う
一
語
こ
そ
、
東
晋
王
朝
の
悲
哀
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
り
、
元
帝

ば
か
り
で
な
く
居
並
ぶ
群
臣
達
の
涙
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
そ
の
意
味
で
、
明
帝
が
聡
明
な
頭
脳
を
持
っ
て
い
た
と
言
う
だ
け
で
な

く
、
さ
ら
に
は
人
と
し
て
の
思
い
や
り
や
温
か
さ
を
持
っ
た
名
君
で
あ
っ
た
こ

と
を
も
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
『
晋
書
』
で
は
こ
の
発
言

の
後
に
、
「
由
是
（
元
帝
）
益
奇
之
。
」
と
い
う
評
語
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
さ
に
こ
れ
を
王
勃
は
「
長
安
」
に
帰
り
行
く
友
人
を
見
送
る
悲
哀
の
情
と

し
て
応
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
場
所
が
東
晋
の
故
地
・
金
陵
で
あ
れ
ば
こ
そ
生
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き
る
、
極
め
て
適
切
な
用
典
で
あ
る
。
し
か
も
王
勃
は
「
長
安
」
が
「
日
辺
」

と
同
じ
距
離
に
あ
り
、
遠
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
今
や
、
い
つ
か
は

た
ど
り
着
け
る
で
あ
ろ
う
統
一
王
朝
の
帝
都
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
言
外
に
含

意
さ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
（
従
っ
て
あ
え
て
「
不
見
」
と
言
わ
な
い
）
。
だ
と
す

れ
ば
こ
の
詩
句
に
は
友
人
に
対
す
る
激
励
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

　
　
　
る
　

て
よ
い
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
典
故
を
用
い
た
作
品
と
し
て
、
A
二
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
の

が
、
唐
代
金
陵
懐
古
詩
の
傑
作
と
さ
れ
る
李
白
の
「
登
金
陵
鳳
風
台
」
で
あ
る
。

「
鳳
風
台
上
鳳
風
遊
、
鳳
去
台
空
江
自
流
。
呉
宮
花
草
埋
幽
径
、
晋
代
衣
冠
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

古
丘
。
三
山
半
落
青
天
外
、
一
水
中
分
白
鷺
洲
。
総
為
浮
雲
能
蔽
日
、
長
安
不

へ見
使
人
愁
。
」
と
あ
り
、
や
は
り
王
勃
同
様
、
こ
の
故
事
を
末
尾
に
用
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
王
勃
に
比
較
し
て
、
李
白
の
場
合
、
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
元
帝
・

明
帝
の
望
郷
の
悲
哀
を
自
ら
の
悲
哀
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
両
作
品
を
比
較

し
て
み
る
の
も
興
味
深
い
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
故
事
を
よ
り

早
期
に
用
い
た
の
は
王
勃
で
あ
り
、
あ
る
い
は
李
白
も
こ
れ
を
王
勃
に
学
ん
だ

と
考
え
る
の
も
不
可
能
で
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
王
勃
の
こ
の
「
白
下
駅
賎

唐
少
府
」
詩
は
唐
代
金
陵
詩
史
の
開
幕
を
告
げ
る
作
品
と
し
て
挙
げ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
三
、
「
秋
日
登
冶
城
北
楼
望
白
下
序
」

【
本
文
】

　
　
王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

に
つ
い
て

　
秋
日
登
冶
城
北
楼
望
白
下
序
　
（
『
王
子
安
集
侠
文
』
）

僕
不
才
、
懐
古
人
之
士
也
。

幌
山
南
望
、
恨
元
凱
之
塗
窮
、

萬
穴
東
尋
、
悲
子
長
之
興
狭
。

…
俳
徊
野
沢
、
散
誕
破
湖
。

思
仮
俊
翻
而
游
五
都
、
願
乗
長
風
而
眺
万
里
。

佳
辰
可
遇
、
属
楼
維
之
中
天
、

良
願
果
譜
、
偶
琴
樽
之
暇
日
。

携
勝
友
、
捗
崇
隅
。

白
雲
展
面
、
青
山
在
目
。

南
馳
漆
海
、
北
控
准
潮
。

楚
山
紛
列
、
呉
江
晧
畷
。

川
原
何
有
、
紫
蓋
黄
旗
之
旧
娃
、

城
闘
何
年
、
晋
宋
斉
梁
之
故
迩
。

時
非
国
是
、
物
在
人
亡
。

灌
葬
積
而
蒼
姻
平
、
風
濤
険
而
翠
霞
晩
。

関
山
牢
落
、
壮
宇
宙
之
時
康
、

井
邑
粛
条
、
覚
衣
冠
之
気
尽
。

秋
深
望
徹
、
景
極
情
盤
。

傭
万
古
於
三
休
、
窮
九
核
於
一
息
。

思
欲
校
良
游
於
日
下
、
買
逸
気
於
雲
端
、

引
江
山
使
就
目
、
駆
姻
霞
以
縦
賞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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生
涯
詑
幾
、
此
念
何
期
。

漉
絶
翰
而
臨
清
風
、
留
芳
樽
而
待
明
月
。

倶
題
四
韻
、
不
亦
可
乎
、

人
賦
一
言
、
其
詞
云
爾
。

【
訓
読
】

　
秋
日
に
冶
城
北
楼
に
登
り
白
下
を
望
む
の
序

僕
は
不
才
な
れ
ど
、
古
人
を
懐
ふ
の
士
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

岨
山
南
に
望
み
て
は
、
元
凱
の
塗
窮
す
る
を
恨
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ば

萬
穴
東
に
尋
ね
て
は
、
子
長
の
興
狭
ま
る
を
悲
し
み
た
り
。

野
沢
を
俳
徊
し
、
肢
湖
を
散
誕
す
。

俊
翻
を
仮
り
て
五
都
に
游
ば
ん
と
思
ひ
、

長
風
に
乗
り
て
万
里
を
眺
め
ん
と
願
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

佳
辰
は
遇
ふ
べ
く
、
属
た
ま
楼
雑
の
中
天
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
た
ま

．
良
願
は
果
し
て
譜
ひ
、
偶
た
ま
琴
樽
の
暇
日
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぼ

勝
友
を
携
へ
、
崇
隅
に
防
る
。

　
　
　
お
も
て

白
雲
は
面
に
展
じ
、
青
山
は
目
に
在
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か

南
は
漆
海
に
馳
せ
、
北
は
准
潮
を
控
ふ
。

楚
山
は
紛
と
し
て
列
し
、
呉
江
は
晧
暖
た
り
。

川
原
に
何
か
有
る
、
紫
蓋
・
黄
旗
の
旧
嘘
あ
り
、

城
閾
は
何
れ
の
年
ぞ
、
晋
・
宋
・
斉
・
梁
の
故
迩
あ
り
。

時
は
非
な
る
も
国
は
是
に
し
て
、
物
は
在
れ
ど
も
人
は
亡
ぶ
。

四
二

灌
葬
は
積
り
て
蒼
姻
平
ら
か
に
、

風
濤
は
険
し
く
し
て
翠
霞
晩
る
。

関
山
は
牢
落
と
し
て
、
宇
宙
の
時
の
康
な
る
を
壮
と
し
、

井
邑
は
粛
条
と
し
て
、
衣
冠
の
気
の
尽
く
る
を
覚
ゆ
。

　
　
　
　
　
な
が
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く

秋
は
深
く
し
て
望
は
徹
し
、
景
は
極
ま
り
て
情
は
盤
ま
る
。

万
古
を
三
休
に
傭
し
、
九
咳
を
一
息
に
窮
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

思
欲
す
　
良
游
を
日
下
に
校
べ
、
逸
気
を
雲
端
に
買
ひ
、

江
山
を
引
き
て
目
に
就
か
し
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

姻
霞
を
駆
り
て
以
て
賞
を
縦
に
せ
ん
こ
と
を
。

　
　
　
い
く
ば
く
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

生
涯
は
詑
幾
ぞ
、
此
の
念
ひ
何
ぞ
期
せ
ん
。

　
　
　
す
す

絶
翰
を
麗
ぎ
て
清
風
に
臨
み
、
芳
樽
を
留
め
て
明
月
を
待
た
ん
。

倶
に
四
韻
を
題
す
る
は
、
亦
た
可
な
ら
ず
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
い

人
一
言
を
賦
す
、
其
の
詞
に
爾
云
ふ
。

【
通
釈
】
「
秋
の
日
に
冶
城
の
北
楼
に
登
り
白
下
を
望
む
」
の
序

　
私
は
不
才
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
古
人
を
懐
う
こ
と
を
心
得
て
い
る
士
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
古
を
偲
ぶ
た
め
各
地
を
旅
し
て
、
元
凱
（
杜
預
）
が

自
ら
の
顕
彰
碑
を
建
て
た
と
い
う
裏
陽
（
湖
北
省
）
の
硯
山
を
南
に
眺
め
て
は
、

彼
の
『
春
秋
左
氏
伝
集
解
』
で
述
べ
た
歴
史
学
の
道
が
今
や
窮
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
を
恨
み
、
ま
た
東
の
か
た
子
長
（
司
馬
遷
）
が
旅
し
た
会
稽
（
漸
江

省
）
の
萬
穴
（
萬
の
陵
墓
）
を
尋
ね
て
は
、
『
史
記
』
に
託
し
た
司
馬
遷
の
思
い

が
現
代
で
は
興
味
を
持
た
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
を
悲
し
ん
だ
り
し
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た
も
の
で
あ
る
。
野
や
沢
を
さ
ま
よ
っ
た
り
、
丘
陵
や
湖
を
気
ま
ま
に
巡
っ
た

り
も
し
た
。
さ
ら
に
は
、
す
ば
ら
し
い
羽
を
借
り
て
き
て
、
あ
の
宋
玉
が
巡
っ

た
と
い
う
「
五
都
」
（
「
好
色
賦
」
）
を
遊
覧
し
た
い
と
思
っ
た
り
、
少
年
時
代
の

宗
元
幹
が
願
っ
た
よ
う
に
、
自
分
も
ま
た
、
遠
く
吹
く
風
に
乗
っ
て
万
里
彼
方

ま
で
眺
め
て
み
た
い
と
も
願
っ
て
い
る
。

　
本
日
は
ま
さ
に
遊
覧
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
日
、
我
々
は
ち
ょ
う
ど
天
の
中
程
に

あ
る
か
の
よ
う
な
城
楼
の
暗
壁
に
登
っ
て
お
り
、
宿
願
は
果
た
さ
れ
て
、
琴
や

酒
樽
も
調
っ
た
の
ど
か
な
日
に
巡
り
会
え
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
友
人
と
連
れ

だ
っ
て
、
高
い
山
の
一
隅
に
登
っ
て
い
け
ば
、
白
雲
は
面
前
に
展
開
し
、
青
山

は
眼
中
に
入
っ
て
く
る
。
南
は
遠
く
瀕
海
（
南
の
果
て
の
海
）
ま
で
目
を
馳
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
北
は
遥
か
准
河
（
金
陵
の
秦
准
河
で
は

な
い
）
の
潮
流
を
控
え
て
い
る
の
が
見
え
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
楚
の
山
並
み

は
幾
重
に
も
列
を
成
し
、
呉
の
河
川
は
白
く
輝
き
つ
つ
広
々
と
流
れ
て
い
る
。

　
こ
の
金
陵
の
川
原
に
何
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
か
つ
て
紫
蓋
・
黄
旗
と
い
っ

た
王
者
の
気
を
立
ち
昇
ら
せ
た
都
の
旧
跡
が
あ
り
、
ま
た
都
城
の
城
闘
は
ど
れ

ほ
ど
の
年
月
を
経
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
今
も
な
お
東
晋
・
宋
・
斉
・
梁
時

代
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
。
時
代
は
も
は
や
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
国
都

で
あ
っ
た
事
実
は
今
も
こ
こ
に
存
し
て
い
る
。
一
方
、
文
物
は
残
っ
た
と
は
い

え
、
か
つ
て
の
人
々
は
皆
滅
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
原

野
に
は
草
木
が
積
も
り
重
な
り
、
青
い
講
が
平
ら
か
に
た
な
び
い
て
い
る
。
川

面
に
は
風
に
立
つ
波
が
険
し
く
揚
が
り
、
翠
色
の
霞
の
中
、
日
は
暮
れ
て
ゆ
く
。

関
所
の
山
々
は
閑
散
と
し
て
お
り
、
宇
宙
の
時
が
今
、
わ
が
唐
王
朝
の
功
績
に

王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

よ
っ
て
安
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
壮
大
な
事
業
と
認
め
う
る
も
の
の
、
一
方
、

こ
の
江
寧
の
村
里
は
瀟
条
た
る
も
の
で
、
か
つ
て
華
や
か
な
衣
冠
に
身
を
飾
っ

た
貴
人
達
の
気
が
も
は
や
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
か
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　
秋
は
深
く
、
眺
望
は
遠
く
ま
で
き
く
。
景
物
を
極
め
尽
く
せ
ば
、
情
は
樫
々

と
し
て
く
る
。
楚
の
王
が
建
て
た
三
休
台
の
ご
と
く
高
い
こ
の
冶
城
の
楼
閣
か

ら
万
古
の
歴
史
を
傭
職
す
れ
ば
、
こ
の
広
大
な
大
地
を
一
息
に
窮
め
た
よ
う
な

思
い
が
す
る
。
こ
の
良
き
遊
覧
を
太
陽
の
下
に
吟
味
し
、
卓
越
し
た
気
を
雲
の

果
て
に
て
買
い
取
り
、
河
川
や
山
々
を
わ
が
目
の
中
に
引
き
寄
せ
、
霞
や
霞
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

駆
り
立
て
て
、
景
色
を
愛
で
る
心
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
生
は
い
く
ば
く
の
も
の
か
。
こ
の
今
の
私
の
願
い
も
い
つ
に
な
っ

た
ら
か
な
う
こ
と
か
。

　
そ
こ
で
列
席
の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
。
ま
ず
は
す
ぐ
れ
た
筆
を
き
れ
い
に

洗
い
、
清
ら
か
な
風
に
臨
み
、
芳
し
い
酒
樽
を
準
備
し
て
、
明
月
の
昇
る
ま
で

お
待
ち
下
さ
る
よ
う
に
。
と
も
に
四
韻
の
詩
を
題
す
の
も
、
な
か
な
か
よ
い
も

の
で
あ
る
。
一
人
ご
と
に
二
言
ず
つ
い
た
だ
い
た
。
そ
の
詞
は
以
下
の
通
り
。

　
こ
の
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
羅
振
玉
校
録
日
本
慶
雲
四
年
写
本
『
王
子
安
集
』

侠
文
二
十
三
篇
の
一
つ
。
冶
城
の
北
楼
か
ら
白
下
一
帯
を
眺
望
し
て
の
感
慨
を

述
べ
た
作
で
あ
る
。
王
勃
が
訪
れ
た
当
時
、
金
陵
は
江
寧
県
と
称
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
治
所
は
冶
城
（
現
在
の
朝
天
宮
付
近
）
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の

北
楼
も
、
お
そ
ら
く
江
寧
県
城
の
そ
れ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
王
勃
が
あ
え
て
そ

う
言
わ
ず
、
「
冶
城
」
と
言
っ
た
の
も
、
そ
の
地
名
の
持
つ
歴
史
的
な
重
み
を
意

四
三
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号

識
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
「
冶
城
」
が
江
寧
県
の
治
所
と
し
て
誕
生
す
る
の

は
、
北
宋
『
太
平
衰
宇
記
』
「
江
南
東
道
・
江
寧
県
」
等
に
よ
れ
ば
、
南
朝
陳
の

滅
亡
後
間
も
な
く
、
陪
の
文
帝
・
開
皇
十
（
五
九
一
）
年
の
こ
と
で
、
以
後
、

唐
代
に
入
っ
て
も
金
陵
の
治
所
は
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
一
時
的
に
白
下
に

移
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
こ
の
地
に
あ
っ
た
。
諸
伝
に
よ

れ
ば
、
こ
の
「
冶
城
」
こ
そ
、
歴
史
上
に
現
れ
た
金
陵
の
地
名
の
中
で
最
も
古

い
。
早
く
も
春
秋
時
代
、
東
周
敬
王
二
五
（
前
四
九
五
）
年
、
呉
王
夫
差
が
こ

こ
に
冶
金
所
、
す
な
わ
ち
武
器
鋳
造
の
た
め
の
工
場
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
そ
の
後
、
東
晋
初
期
ま
で
冶
金
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
や
が
て
東
晋

建
国
の
功
臣
・
王
導
が
冶
金
所
を
石
頭
城
東
南
に
移
し
、
こ
の
地
を
広
大
な
庭

園
と
し
、
「
西
園
」
と
称
し
た
。
後
、
東
晋
太
元
一
五
（
三
九
〇
）
年
、
孝
武
帝

に
よ
っ
て
西
園
内
に
「
冶
城
寺
」
も
作
ら
れ
て
、
繁
栄
は
陳
朝
滅
亡
ま
で
続
い

た
（
以
上
『
南
京
地
名
源
』
『
六
朝
都
城
』
等
を
参
照
）
。
ま
さ
し
く
懐
古
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
冶
城
の
近
く
に
は
李
白

「
登
金
陵
冶
城
西
北
謝
安
壊
」
詩
の
自
注
に
「
此
敏
即
晋
太
傅
謝
安
与
右
軍
王

義
之
同
登
、
超
然
有
高
世
之
志
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
謝
安
と
王
義
之
が
登
っ
た

と
言
わ
れ
る
謝
安
壊
な
る
遺
跡
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
李
徳
裕
「
重
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

詩
に
も
「
想
公
高
世
志
、
砥
似
冶
城
遊
。
」
と
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
が

あ
る
。
そ
の
他
、
冶
城
の
用
例
と
し
て
、
劉
萬
錫
の
「
金
陵
懐
古
」
詩
に
「
潮

　
ヘ
　
　
へ

満
冶
城
渚
、
日
斜
征
虜
亭
。
」
と
あ
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
ま
ず
冒
頭
に
自
身
が
懐
古
の
旅
を
好
む
性
格
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
金
陵
懐
古
を
語
る
た
め
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て

四
四

い
る
。
つ
い
で
、
「
携
勝
友
、
捗
崇
隅
。
白
雲
展
面
、
青
山
在
目
。
南
馳
漆
海
、

北
控
准
潮
。
楚
山
紛
列
、
呉
江
晧
畷
。
」
と
、
金
陵
の
地
の
雄
大
な
形
勝
を
、
や

や
誇
張
的
に
語
る
。
な
お
こ
の
作
品
は
、
同
じ
く
破
壊
さ
れ
荒
廃
し
た
都
市
を

描
い
た
名
作
、
飽
照
「
蕪
城
賦
」
の
影
響
（
た
だ
し
こ
ち
ら
は
揚
州
）
が
随
所

に
見
ら
れ
る
が
、
「
南
馳
漆
海
、
北
控
准
潮
」
と
い
う
表
現
も
、
あ
る
い
は
「
蕪

城
賦
」
の
「
南
馳
蒼
梧
瀕
海
、
北
走
紫
塞
雁
門
。
」
を
意
識
し
た
も
の
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。

　
つ
い
で
王
勃
は
現
在
の
金
陵
の
荒
廃
を
描
く
。
こ
の
部
分
は
以
後
の
金
陵
文

学
史
、
と
り
わ
け
唐
代
金
陵
懐
古
詩
の
歴
史
的
発
展
を
見
る
上
で
、
そ
の
先
縦

を
成
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
「
川
原
何
有
、
紫
蓋
黄
旗
之
旧
娃
。
」
と
は
、

か
つ
て
金
陵
が
王
者
の
気
に
満
ち
た
栄
光
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
「
紫
蓋
・
黄
旗
」
と
は
、
『
宋
書
』
「
符
瑞
上
」
に
見
え
る
「
漢
世
術
士
言
、

『
黄
旗
・
紫
蓋
（
天
子
の
御
旗
と
車
蓋
。
い
ず
れ
も
天
子
の
出
現
を
象
徴
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

気
）
、
見
於
斗
・
牛
（
天
文
に
お
け
る
呉
の
分
野
）
之
間
、
江
東
有
天
子
之
気
。
』
」

と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
る
も
の
で
、
王
権
を
象
徴
す
る
気
が
金
陵
に
充
満
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
侯
景
の
乱
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
た
金
陵
を
嘆
い
た
著
名
な
庚
信
の
「
哀
江
南
賦
」
に
も
「
昔
之
虎

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

鋸
龍
幡
、
加
以
黄
旗
紫
気
、
莫
不
随
狐
免
而
窟
穴
、
与
風
塵
而
珍
梓
。
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

類
似
表
現
が
見
え
、
ま
た
李
白
「
留
別
金
陵
諸
公
」
詩
に
も
「
黄
旗
一
掃
蕩
、

割
壌
開
呉
京
。
」
と
見
え
る
。
ち
な
み
に
王
勃
が
金
陵
の
王
気
を
常
に
意
識
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
次
に
挙
げ
る
「
江
寧
呉
少
府
宅
饅
宴
序
」
に
も
「
覇
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

尽
而
江
山
空
。
」
と
あ
り
、
ま
た
コ
ニ
国
論
」
に
「
先
時
秦
帝
東
遊
、
亦
云
金
陵
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

当
有
王
者
興
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
「
城
闘
何
年
、
晋
宋
斉
梁

之
故
　
。
」
は
東
晋
以
降
の
建
康
都
城
の
廃
城
を
言
う
が
、
こ
れ
な
ど
は
以
後
の

金
陵
懐
古
詩
に
は
定
番
の
発
想
と
な
る
。
「
時
非
国
是
、
物
在
人
亡
。
」
も
自
然

の
不
変
性
と
人
事
の
可
変
性
と
の
対
比
。
こ
れ
も
以
後
の
懐
古
詩
全
般
に
お
け

る
常
套
的
発
想
と
な
る
。
「
灌
葬
積
而
蒼
姻
平
、
風
濤
険
而
翠
霞
晩
。
」
も
粛
条

た
る
風
景
を
描
い
て
秀
逸
。
特
に
上
句
は
飽
照
「
蕪
城
賦
」
の
「
灌
葬
杏
而
無

際
、
叢
薄
紛
其
相
依
。
」
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
「
関
山
牢

落
、
壮
宇
宙
之
時
康
、
井
邑
粛
条
、
覚
衣
冠
之
気
尽
。
」
は
唐
王
朝
の
統
一
の
偉

業
を
讃
え
つ
つ
も
、
後
半
に
現
在
の
金
陵
の
寂
涼
た
る
様
を
描
い
て
、
遺
憾
の

意
を
込
め
て
い
る
。
「
井
邑
」
と
い
う
語
に
は
田
舎
の
地
方
都
市
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
「
衣
冠
」
は
華
や
か
な
六
朝
貴
族
た
ち
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

味
す
る
で
あ
ろ
う
。
後
に
李
白
「
登
金
陵
鳳
風
台
」
詩
に
「
晋
代
衣
冠
成
古
丘
」

と
い
う
形
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
秋
深
望
徹
、
景
極
情
盤
。
傭
万
古

於
三
休
、
窮
九
咳
於
一
息
。
」
は
こ
の
作
品
の
懐
古
部
分
の
総
括
に
当
た
る
一

段
。
登
高
眺
望
し
つ
つ
万
古
の
昔
に
想
い
を
馳
せ
て
感
慨
に
ふ
け
る
と
い
う
中

国
古
典
文
学
に
お
け
る
伝
統
的
パ
タ
ー
ン
。
飽
照
「
蕪
城
賦
」
で
言
う
な
ら
ば

「
直
視
千
里
外
、
唯
見
起
黄
埃
。
凝
思
寂
聴
、
心
傷
己
擢
。
」
の
部
分
に
相
当
し

よ
う
。

　
こ
の
作
品
、
次
に
挙
げ
る
「
江
寧
呉
少
府
宅
饅
宴
序
」
ほ
ど
の
完
成
度
は
な

い
も
の
の
、
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
な
お
、
金
陵
に
限
ら
ず
懐
古
文
学
自
体
乏
し

か
っ
た
初
唐
期
に
あ
っ
て
は
、
特
筆
に
価
す
る
貴
重
な
作
品
と
言
い
う
る
で
あ

ろ
う
。

王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

四
、
「
江
寧
呉
少
府
宅
饅
宴
序
」
に
つ
い
て

【
本
文
】

　
江
寧
呉
少
府
宅
饅
宴
序
　
（
『
王
子
安
集
』
巻
八
）

蒋
山
南
望
、
長
江
北
流
。

伍
青
用
而
三
呉
盛
、
孫
権
困
而
九
州
裂
。

遺
城
旧
壌
、
百
万
里
之
皇
城
、

虎
据
龍
幡
、
三
百
年
之
帝
国
。

闘
連
石
塞
、
地
実
金
陵
。

覇
気
尽
而
江
山
空
、
皇
風
清
而
市
朝
改
。

昔
時
地
険
、
曽
為
建
業
之
雄
都
、

今
日
太
平
、
即
是
江
寧
之
小
邑
。

呉
生
俊
楽
、
甫
佐
烹
鮮
、

我
輩
良
游
、
方
馳
去
鶴
。

梁
伯
鷺
之
遠
逝
、
自
有
長
謡
、

閲
仲
叔
之
退
征
、
の
逢
厚
礼
。

臨
別
浦
、
枕
離
亭
、

陣
雲
四
面
、
洪
濤
千
里
。

簾
帷
後
關
、
竹
樹
映
而
秋
煙
生
、

棟
宇
前
臨
、
波
潮
驚
而
朔
風
動
。

ロ
剛
古
不
官
同
味
噺
、
　
緑
診
＋
刀
調
調
、

文
挙
清
談
、
芳
罎
自
満
。

四
五
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想
衣
冠
於
旧
国
、
便
値
三
秋
、

憶
風
景
於
新
亭
、
俄
傷
万
古
。

情
窮
興
治
、
楽
極
悲
来
。

愴
零
雨
於
中
軒
、
動
流
波
於
下
席
。

嵯
乎
、

九
江
為
別
、
帝
里
隔
於
雲
端
、

五
嶺
方
喩
、
交
州
在
於
天
際
。

方
厳
去
舳
、
且
対
窮
途
。

玉
露
下
而
蒼
山
空
、
他
郷
悲
而
故
人
別
。

請
開
文
圃
。
共
潟
詞
源
。

人
賦
一
言
、
倶
題
四
韻
。

第
三
十
四
号

【
訓
読
】

　
江
寧
の
呉
少
府
宅
に
て
饅
宴
す
る
の
序

蒋
山
は
南
に
望
み
、
長
江
は
北
に
流
る
。

伍
疋
目
は
用
ゐ
ら
れ
て
三
呉
盛
ん
に
、
孫
権
は
困
じ
て
九
州
裂
く
。

遺
嘘
・
旧
壌
は
、
百
万
里
の
皇
城
た
り
、

虎
鋸
・
龍
幡
は
、
三
百
年
の
帝
国
た
り
。

闘
は
石
塞
に
連
な
り
、
地
は
実
に
金
陵
た
り
。

覇
気
尽
き
て
江
山
空
し
く
、
皇
風
清
く
し
て
市
朝
改
ま
る
。

昔
時
　
地
は
険
し
く
、
曽
て
建
業
の
雄
都
為
り
し
も
、

今
日
　
太
平
に
し
て
、
即
ち
是
れ
江
寧
の
小
邑
た
り
。

四
六

　
　
し
ゅ
ん
さ
い

呉
生
は
俊
案
に
し
て
、
甫
佐
烹
鮮
し
、

　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
げ
き

我
輩
は
良
游
し
、
方
に
去
鶴
を
馳
せ
ん
と
す
。

梁
伯
鷺
の
遠
く
逝
け
ば
、
自
ら
長
謡
有
り
、

び
ん
　
　
　
　
　
　
は
る
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
よ

閲
仲
叔
の
退
か
に
征
け
ば
、
乃
っ
て
厚
礼
に
逢
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

別
れ
の
浦
に
臨
み
、
離
れ
の
亭
に
枕
す
れ
ば
、

陣
雲
は
四
面
に
、
洪
濤
は
千
里
な
り
。

　
　
　
　
　
ひ
ら

簾
帷
は
後
に
闇
き
、
竹
樹
は
映
じ
て
秋
煙
生
じ
、

棟
宇
は
前
に
臨
み
、
波
潮
は
驚
き
て
朔
風
動
く
。

　
　
　
　
う
そ
ぷ
　
　
　
り
ょ
く
し
ん
　
　
　
と
と
の

嗣
宗
は
高
く
哺
き
、
線
診
方
に
調
ひ
、

文
挙
は
清
く
談
じ
、
芳
樽
は
自
ら
満
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

衣
冠
を
旧
国
に
想
へ
ば
、
便
ち
三
秋
に
値
ひ
、

風
景
を
新
亭
に
憶
へ
ば
、
俄
に
万
古
を
傷
む
。

　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね

情
窮
ま
れ
ば
興
は
治
く
、
楽
し
み
極
ま
れ
ば
悲
し
み
来
た
る
。

　
　
　
　
　
　
い
た

零
雨
を
中
軒
に
愴
み
、
流
波
を
下
席
に
動
か
す
。

あ
　
あ

嵯
乎
、

九
江
　
別
れ
を
為
せ
ば
、
帝
里
　
雲
端
に
隔
て
ら
れ
、

五
嶺
　
方
に
喩
え
ん
と
す
れ
ば
、
交
州
は
天
際
に
在
り
。

　
　
き
ょ
じ
く
　
と
と
の
　
　
　
ま
さ

方
に
去
舳
を
厳
へ
、
且
に
窮
途
に
対
せ
ん
と
す
。

玉
露
下
り
て
蒼
山
空
し
く
、
他
郷
に
悲
し
み
て
故
人
に
別
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

請
ふ
文
圃
を
開
き
て
、
共
に
詞
源
を
潟
が
ん
。

人
　
一
言
を
賦
し
、
倶
に
四
韻
を
題
せ
ん
。
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【
通
釈
】
「
江
寧
の
呉
少
府
宅
に
て
饅
別
の
宴
を
す
る
」
の
序

　
蒋
山
は
南
方
に
望
ま
れ
、
長
江
は
北
に
流
れ
て
い
る
。
春
秋
時
代
、
伍
子
青

が
呉
国
に
登
用
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
三
呉
地
方
（
江
蘇
省
南
部
か
ら
漸
江
省
一

帯
）
は
盛
ん
に
な
り
、
三
国
・
呉
の
孫
権
が
こ
の
地
に
苦
し
ん
で
よ
り
、
中
国

全
土
は
分
裂
状
態
と
な
っ
た
。
今
あ
る
廃
嘘
・
旧
跡
は
、
か
つ
て
百
万
里
の
地

を
支
配
し
た
皇
城
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
諸
葛
亮
が
、
虎
が
う
ず
く
ま
り
龍
が
と

ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う
な
天
険
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
絶
賛
し
た
こ
の
地

は
、
三
百
年
に
わ
た
る
帝
国
を
築
い
て
き
た
。
そ
の
城
閾
は
石
の
塞
と
も
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
が
ね
　
　
お
か

べ
き
石
頭
城
に
連
な
っ
て
お
り
、
こ
の
地
は
ま
こ
と
に
金
の
陵
と
称
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
は
金
陵
の
覇
気
は
尽
き
て
江
や
山
を
空
し
く
残

す
ば
か
り
で
、
唐
王
朝
の
清
ら
か
な
皇
風
に
よ
っ
て
都
市
の
様
子
は
ま
っ
た
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
は
地
の
険
し
さ
に
拠
っ
た
、
建
業
と
い
う
名
の
雄
都

で
あ
っ
た
が
、
今
日
は
天
下
太
平
と
な
り
、
江
寧
と
い
う
名
の
小
さ
な
地
方
都

市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
宴
を
主
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
呉
さ
ん
は
優
れ
た
お
役
人
で
あ

り
、
役
所
を
輔
佐
し
て
あ
た
か
も
小
魚
を
調
理
す
る
か
の
よ
う
に
（
『
老
子
』
の

故
事
）
み
ご
と
に
こ
の
地
を
治
あ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
私
は
そ
の
お
か
げ
で

素
晴
ら
し
い
旅
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
船
を
走
ら
せ
て

南
方
へ
と
旅
立
と
う
と
し
て
る
。
私
は
ち
ょ
う
ど
後
漢
の
梁
伯
鷺
（
梁
鴻
）
が
、

章
帝
が
都
に
大
宮
殿
を
造
営
し
よ
う
と
し
て
民
を
苦
し
め
た
こ
と
を
批
判
し
て

長
謡
「
五
臆
歌
」
を
歌
い
、
遠
く
南
方
に
赴
い
た
と
い
う
故
事
（
『
後
漢
書
』
）

に
我
が
身
を
重
ね
、
ま
た
清
貧
の
人
・
閏
仲
叔
（
閲
貢
）
が
自
分
の
食
事
の
た

王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

め
に
安
邑
の
人
々
に
迷
惑
を
掛
け
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
そ
の
地
を
遠
く
離

れ
た
故
事
（
『
東
観
漢
記
』
）
に
我
が
身
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
ん
な
私
を
呉
さ

ん
は
厚
い
礼
を
も
っ
て
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
今
、
別
れ
の
浦
辺
に
臨
み
、
別
れ
の
亭
に
泊
ま
っ
て
い
る
が
、
外
を
見
れ
ば
、

群
が
る
雲
が
四
面
に
広
が
り
、
大
き
な
波
濤
が
千
里
に
わ
た
っ
て
沸
き
立
っ
て

い
る
。
ま
た
、
後
の
と
ば
り
を
開
け
ば
、
竹
林
が
秋
の
霜
の
中
に
照
り
映
え
て

お
り
、
建
物
の
棟
の
前
に
臨
め
ば
、
波
の
潮
は
驚
い
た
よ
う
に
逆
巻
き
、
北
風

が
吹
き
付
け
て
い
る
。
私
は
嗣
宗
（
竹
林
の
七
賢
の
一
人
・
院
籍
）
の
よ
う
に

　
う
そ
ぶ

高
く
囎
き
つ
つ
、
琴
を
奏
で
よ
う
と
し
て
琴
柱
を
調
え
る
。
一
方
、
あ
な
た
は

文
挙
（
建
安
七
子
の
一
人
・
孔
融
）
の
よ
う
に
清
談
を
語
り
つ
つ
、
芳
し
い
樽

を
い
っ
ぱ
い
に
満
た
し
て
い
る
。
今
や
ち
ょ
う
ど
秋
の
候
、
こ
の
古
き
都
で
華

や
か
な
衣
冠
を
纏
っ
て
い
た
六
朝
貴
人
達
の
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
る
。
あ
る
い

は
ま
た
、
こ
の
地
に
あ
る
新
亭
で
、
都
洛
陽
を
追
わ
れ
南
遷
し
て
き
た
貴
人
達

が
金
陵
と
洛
陽
の
風
景
の
違
い
に
涙
し
た
故
事
（
『
世
説
新
語
』
）
を
思
い
出
せ

ば
、
に
わ
か
に
万
古
の
悲
し
み
に
襲
わ
れ
て
し
ま
う
。
情
窮
ま
れ
ば
興
趣
は
あ

ま
ね
く
広
が
る
が
、
や
が
て
楽
し
み
極
ま
れ
ば
悲
し
み
が
や
っ
て
く
る
も
の
。

軒
端
に
雨
が
滴
り
落
ち
る
の
を
痛
み
悲
し
ん
で
い
る
と
、
宴
会
の
席
の
下
で
波

が
稻
々
と
流
れ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
あ
あ
、
多
く
の
川
が
集
ま
り
流
れ
て
い
る
こ
の
地
に
別
れ
を
告
げ
れ
ば
、
帝

都
長
安
は
い
よ
い
よ
遠
く
、
雲
の
果
て
に
阻
ま
れ
て
ゆ
く
。
私
は
こ
れ
か
ら
南

方
の
五
嶺
を
越
え
て
、
天
の
果
て
交
州
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
船
旅
の
旅
装

を
整
え
、
道
の
窮
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
の
で
あ
る
。
玉
の
ご
と
き
露
の
降
り

四
七
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ひ
と
け

し
き
る
人
気
無
き
青
山
を
、
異
郷
を
悲
し
み
つ
つ
友
人
と
別
れ
て
進
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
在
席
の
方
々
と
と
も
に
、
文
才
を
開
陳
し
て
、
す
ぐ
れ
た
詩
句
を
捻

り
出
す
こ
と
に
し
た
い
。
つ
ま
り
一
人
ご
と
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
き
、
四
韻
の

詩
を
題
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
は
唐
代
の
金
陵
文
学
史
上
、
早
期
に
お
け
る
代
表
的
傑
作
と
言
っ

て
過
言
で
は
な
い
。
金
陵
懐
古
の
悲
し
み
と
友
人
と
の
離
別
の
悲
し
み
が
渾
然

一
体
と
な
っ
て
読
者
の
胸
を
打
つ
。
文
学
の
中
で
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と

い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
王
勃
が
こ
の
作
品
の
中
で
次
々
と
描
き
出
し
て
い
く

金
陵
の
都
市
と
し
て
の
性
格
や
特
色
は
、
以
後
の
金
陵
詩
文
に
お
い
て
も
繰
り

返
し
言
及
さ
れ
て
い
く
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
王
勃
の
描
く
金
陵
の

「
肖
像
」
を
、
本
文
に
従
っ
て
順
に
列
挙
し
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
金
陵
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
た
る
鍾
山
（
蒋
山
・
北
山
・
紫
金
山
）
　
に
言
及
す

　
る
。

②
「
天
暫
」
と
称
せ
ら
れ
た
金
陵
一
帯
の
雄
大
な
長
江
に
言
及
す
る
。

③
長
期
（
約
三
百
年
）
に
わ
た
っ
て
都
城
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。

④
陳
朝
滅
亡
後
、
廃
娃
と
な
っ
た
六
朝
遺
跡
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

⑤
諸
葛
亮
の
言
葉
と
し
て
伝
わ
る
晋
・
張
勃
『
呉
録
』
の
「
鍾
山
龍
盤
、
石

　
頭
虎
鋸
、
此
乃
帝
王
之
宅
也
。
」
の
語
を
踏
ま
え
る
。

⑥
呉
の
孫
権
の
築
い
た
要
塞
・
石
頭
城
に
言
及
す
る
。

四
八

⑦
い
わ
ゆ
る
「
金
陵
王
気
」
に
言
及
す
る
。

⑧
か
つ
て
の
雄
都
が
い
ま
や
地
方
の
鄙
び
た
一
小
都
市
に
堕
し
て
し
ま
っ
て

　
い
る
こ
と
を
嘆
く
。

⑨
か
つ
て
の
六
朝
貴
人
達
の
き
ら
び
や
か
で
豪
奢
な
生
活
を
偲
ぶ
。

⑩
北
地
を
奪
わ
れ
た
南
朝
人
の
望
郷
の
思
い
を
託
し
た
「
新
亭
の
嘆
き
」
の

　
故
事
を
踏
ま
え
る
。

⑪
現
在
の
帝
都
（
長
安
、
時
に
よ
っ
て
は
洛
陽
）
と
遠
く
隔
た
っ
た
地
に
あ

　
る
こ
と
を
嘆
く
。

　
以
上
を
本
文
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
て
い
く
と
、
ま
ず
①
②
に
相
当
す
る
の
が

「
蒋
山
南
望
、
長
江
北
流
。
」
で
あ
る
。
「
鍾
山
」
（
蒋
山
、
北
山
な
ど
別
名
多

数
。
現
在
の
紫
金
山
）
の
壮
麗
優
美
な
山
並
み
は
、
現
在
に
お
い
て
も
南
京
市

の
ど
こ
か
ら
で
も
眺
め
ら
れ
る
最
も
親
し
み
深
い
存
在
で
あ
る
。
金
陵
に
と
っ

て
こ
の
山
は
、
ま
さ
し
く
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る
こ
と
古
今
変
わ
り
が

な
い
。
文
学
の
世
界
で
も
、
六
朝
時
代
以
来
、
最
も
多
く
う
た
わ
れ
続
け
た
金

陵
を
代
表
す
る
「
詩
跡
」
の
一
つ
。
王
勃
が
こ
の
山
を
冒
頭
に
挙
げ
た
の
も
、

明
ら
か
に
金
陵
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
意
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
李
白
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
も
「
留
別
金
陵
諸
公
」
に
「
鍾
山
危
波
瀾
、
傾
側
骸
奔
鯨
。
」
、
「
登
瓦
官
寺

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

閣
」
に
「
鍾
山
対
北
戸
、
准
水
入
南
栄
。
」
と
い
っ
た
用
例
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

金
陵
の
西
か
ら
北
に
か
け
て
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
流
れ
る
雄
大
な
長
江
も
金

陵
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
ろ
う
。
歴
史
上
、
幾
多
の
六
朝
君
主
が
こ
の
長
江
を
「
天

険
」
「
天
暫
」
と
称
し
て
国
都
防
衛
の
か
な
め
と
し
て
頼
っ
て
き
た
こ
と
、
周
知
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ヘ
　
　
へ

の
通
り
で
あ
る
。
李
白
詩
に
も
「
入
朝
曲
」
に
「
金
陵
控
海
浦
、
湶
水
帯
呉
京
。
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
金
陵
酒
騨
留
別
」
に
「
請
君
試
問
東
流
水
、
別
意
与
之
誰
短
長
。
」
な
ど
金
陵

一
帯
の
長
江
を
巧
み
に
詠
み
込
ん
だ
用
例
が
多
い
。
ま
た
王
昌
齢
詩
「
留
別
苓

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

参
兄
弟
」
に
「
江
城
建
業
楼
、
山
尽
槍
海
頭
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
陵
を
「
江

城
」
と
称
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
特
に
著
名
な
例
と
し
て
は
、
劉
萬
錫
「
石
頭

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

城
」
詩
の
「
潮
打
空
城
寂
莫
回
。
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
廃
嘘
と
な
っ
た
石
頭
城
に

打
ち
寄
せ
る
長
江
の
潮
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
③
に
つ
い
て
は
本
文
の
「
孫
権
困
而
九
州
裂
」
「
三
百
年
之
帝
国
」
「
曽
為
建

業
之
雄
都
」
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
六
朝
の
旧
都
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
都
市
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
以
上
、
当
然
言
及
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ろ
う
。
李
白
の
「
金
陵
歌
送
別
萢
宣
」
詩
に
も
「
四
十
余
帝
三
百
秋
、
功
名
事

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

跡
随
東
流
。
」
「
金
陵
昔
時
何
壮
哉
、
席
巷
英
豪
天
下
来
。
」
な
ど
と
あ
る
。
「
三

百
年
」
と
い
う
語
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
孫
遜
詩
「
丹
陽
行
（
こ
こ
で
の
丹
陽
は
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

陵
を
指
す
）
」
に
「
可
憐
宮
観
重
江
裏
、
金
鏡
相
伝
三
百
年
。
」
と
あ
り
、
李
商

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

隠
詩
「
詠
史
」
に
コ
ニ
百
年
間
同
暁
夢
、
鍾
山
何
処
有
龍
盤
。
」
と
あ
り
、
温
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

均
詩
「
難
鳴
壊
曲
」
に
「
盤
鋸
勢
窮
三
百
年
、
朱
方
殺
気
成
愁
煙
。
」
と
あ
る
な

ど
、
金
陵
懐
古
に
お
け
る
定
番
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
④
に
相
当
す
る
の
は
本
文
の
「
遺
櫨
旧
壌
」
な
ど
。
こ
れ
も
「
過
去
の
繁
栄
」

と
「
現
在
の
荒
廃
」
と
の
落
差
を
誇
張
的
に
対
比
す
る
の
が
懐
古
詩
、
懐
古
文

学
の
基
本
で
あ
る
か
ら
、
詠
ま
れ
て
当
然
と
言
え
よ
う
。
金
陵
の
場
合
、
国
都

で
あ
る
が
た
め
に
、
壮
麗
な
宮
殿
群
の
破
壊
が
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
る
。
李
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
登
金
陵
鳳
鳳
台
」
詩
の
「
呉
宮
花
草
埋
幽
径
」
、
「
金
陵
白
楊
十
字
巷
」
詩
の
「
天

王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

地
有
反
復
、
宮
城
尽
傾
倒
。
」
、
許
渾
詩
「
金
陵
懐
古
」
の
「
禾
黍
高
低
六
代
宮
。
」
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

杜
牧
詩
「
台
城
曲
二
首
、
其
二
」
の
「
乾
盧
一
炬
火
、
回
首
是
平
蕪
。
」
、
張
喬

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

詩
「
台
城
」
の
「
宮
殿
余
基
長
草
花
、
景
陽
宮
樹
燥
村
鴉
。
」
な
ど
枚
挙
に
暇
が

な
い
。

　
⑤
に
相
当
す
る
の
は
本
文
の
「
虎
躍
龍
幡
」
で
あ
る
。
諸
葛
亮
が
金
陵
の
地

を
賛
嘆
し
て
「
鍾
山
龍
盤
（
「
幡
」
と
も
書
く
）
、
石
頭
（
「
石
城
」
に
作
る
も
の

も
あ
る
）
虎
鋸
、
此
乃
帝
王
之
宅
也
。
」
と
称
し
た
と
い
う
故
事
は
極
め
て
有
名

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
唐
以
前
に
も
庚
信
コ
艮
江
南
賦
」
に
「
昔
之
虎
鋸
龍
幡
」

と
い
う
用
例
が
あ
る
。
唐
代
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
王
勃
の
例
を
皮
切
り
に
、
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

白
詩
「
金
陵
歌
送
別
萢
宣
」
に
「
石
頭
嶋
巖
如
虎
鋸
、
凌
波
欲
過
槍
江
去
。
鍾

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

山
龍
盤
走
勢
来
、
秀
色
横
分
歴
陽
樹
。
」
、
「
永
王
東
巡
歌
十
一
首
、
其
四
」
に

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
龍
幡
虎
鋸
帝
王
州
、
帝
子
金
陵
訪
古
丘
。
」
、
魏
万
詩
「
金
陵
酬
李
翰
林
諦
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

子
」
に
「
同
舟
入
秦
准
、
建
業
龍
盤
処
。
」
、
徐
責
詩
「
呉
」
に
「
建
業
龍
盤
錐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

可
貴
、
武
昌
魚
味
亦
何
偏
。
」
、
李
群
玉
詩
「
秣
陵
懐
古
」
に
「
龍
虎
勢
衰
佳
気

歌
、
鳳
皇
名
在
故
台
空
。
」
な
ど
と
あ
る
。

　
⑥
に
当
た
る
の
は
「
闘
連
石
塞
」
で
あ
る
。
石
頭
山
は
金
陵
の
西
部
に
長
江

沿
い
に
連
な
る
連
山
。
⑤
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
金
陵
の
地
勢
を
語
る
際

に
、
東
の
鍾
山
と
西
の
石
頭
山
と
が
し
ば
し
ば
対
比
的
に
取
り
挙
げ
ら
れ
る
。

呉
の
孫
権
が
こ
の
地
を
都
と
し
て
建
設
す
る
以
前
に
、
軍
事
的
要
塞
と
し
て
ま

ず
建
設
し
た
の
が
石
頭
城
で
あ
り
、
国
都
建
設
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
象
徴
的

な
城
塞
（
し
か
も
六
朝
時
代
、
実
際
に
こ
こ
が
戦
場
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）

と
言
う
こ
と
で
、
唐
詩
に
も
し
ば
し
ば
う
た
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
唐
代
詩

四
九

一126一



愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号

文
に
お
け
る
石
頭
城
の
用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
そ
の
最
高
傑
作
と
称
せ

ら
れ
る
の
が
劉
萬
錫
「
石
頭
城
」
詩
「
山
囲
故
国
周
遭
在
、
潮
打
空
城
寂
莫
回
。

准
水
東
辺
旧
時
月
、
夜
深
還
過
女
緒
来
。
」
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。　

⑦
に
当
た
る
の
が
「
覇
気
尽
而
江
山
空
」
で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
が
金
陵
に

王
気
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
と
い
う
望
気
者
の
発
言
を
恐
れ
、
そ
の
気
を
鎮
め
よ

う
と
し
た
と
い
う
故
事
は
、
史
書
等
随
所
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
始
秦
時
望

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

気
者
云
、
『
五
百
年
後
金
陵
有
天
子
気
』
、
故
始
皇
東
遊
以
厭
之
、
改
其
地
日
秣

陵
（
馬
草
の
丘
の
意
）
、
暫
北
山
以
絶
其
勢
。
」
（
『
晋
書
』
「
元
帝
紀
」
）
な
ど
。

こ
れ
は
『
史
記
』
「
高
祖
本
紀
」
に
あ
る
「
秦
始
皇
帝
嘗
日
『
東
南
有
天
子
気
。
』

於
是
因
東
游
以
厭
之
。
」
と
い
う
記
述
を
金
陵
に
当
て
は
め
て
拡
大
解
釈
し
て

い
っ
た
末
に
生
ま
れ
た
伝
承
で
あ
ろ
う
が
、
金
陵
を
語
る
詩
文
に
は
実
に
し
ば

し
ば
言
及
さ
れ
る
。
特
に
唐
王
朝
下
で
は
、
そ
の
金
陵
王
気
が
す
で
に
尽
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
語
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
李
白
詩
「
登
瓦
官
閣
」
に
「
山
空
覇
気
滅
、

地
古
寒
陰
生
。
」
、
劉
禺
錫
詩
「
西
塞
山
懐
古
」
に
「
西
晋
楼
船
下
益
州
、
金
陵

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

王
気
賠
然
牧
。
」
、
李
商
隠
詩
「
南
朝
」
に
「
地
険
悠
悠
天
険
長
、
金
陵
王
気
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

瑳
光
。
休
誇
此
地
分
天
下
、
ロ
ハ
得
徐
妃
半
面
牧
。
」
、
許
渾
詩
「
金
陵
懐
古
」
に
「
玉

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

樹
歌
残
王
気
終
、
景
陽
丘
ハ
合
戌
楼
空
。
」
な
ど
と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

　
⑧
は
④
⑦
⑪
な
ど
と
も
重
複
す
る
が
、
王
勃
の
本
文
で
言
え
ば
「
覇
気
尽
而

江
山
空
、
皇
風
清
而
市
朝
改
。
昔
時
地
険
、
曽
為
建
業
之
雄
都
、
今
日
太
平
、

即
是
江
寧
之
小
邑
。
」
の
部
分
。
唐
王
朝
の
大
統
一
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
金
陵

抑
制
政
策
。
王
勃
は
一
方
で
「
皇
風
清
」
「
今
日
太
平
」
と
唐
王
朝
の
偉
業
を
讃

五
〇

え
つ
つ
も
、
金
陵
が
「
雄
都
」
か
ら
「
小
邑
」
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

い
か
に
も
遺
憾
で
あ
る
と
い
っ
た
口
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
唐
王
朝
を
讃
え
て

お
か
な
け
れ
ば
、
悪
く
す
れ
ば
現
王
朝
を
否
定
す
る
発
言
と
捉
え
ら
れ
る
危
険

性
が
あ
る
。
こ
の
危
う
さ
が
唐
初
に
お
い
て
金
陵
が
詩
文
に
描
か
れ
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
も

王
勃
の
こ
の
作
品
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
し
、
ま
た
王
勃
自
身
の
計
算
さ
れ
た

唐
王
朝
へ
の
配
慮
も
、
金
陵
文
学
史
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
金
陵
を
鄙
び
た
一
都
市
と
し
て
描
く
用
例
も
多
数
存
在

す
る
が
、
李
白
詩
「
金
陵
歌
送
別
萢
宣
」
に
「
此
地
傷
心
不
能
道
、
目
下
離
離

長
春
草
。
」
、
劉
萬
錫
詩
「
烏
衣
巷
」
に
「
朱
雀
橋
辺
野
草
花
、
烏
衣
巷
口
夕
陽

斜
。
旧
時
王
謝
堂
前
燕
、
飛
入
尋
常
百
姓
家
。
」
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
の
好
例
で

あ
ろ
う
。

　
⑨
に
当
た
る
の
が
「
想
衣
冠
於
旧
国
、
便
値
三
秋
。
」
の
部
分
。
六
朝
時
代
と

い
え
ば
華
や
か
な
貴
族
文
化
に
想
い
が
及
ぶ
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
王
勃
は
そ

れ
を
「
衣
冠
」
の
語
に
集
約
さ
せ
た
。
こ
れ
を
踏
襲
し
た
の
が
李
白
「
登
金
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

鳳
風
台
」
詩
の
「
晋
代
衣
冠
成
古
丘
」
の
句
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
こ
の
「
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

冠
」
と
い
う
語
は
唐
彦
謙
詩
「
金
陵
懐
古
」
に
「
宮
殿
六
朝
遺
古
跡
、
衣
冠
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

古
漫
荒
丘
。
」
、
孫
元
曇
詩
「
准
水
」
に
「
文
物
衣
冠
尽
入
秦
、
六
朝
繁
盛
忽
埃

塵
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
六
朝
を
語
る
際
の
詩
語
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

ち
な
み
に
六
朝
貴
人
達
の
凋
落
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
前
掲
の
劉
萬
錫
「
烏
衣

巷
」
が
最
も
感
慨
深
い
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑩
は
「
憶
風
景
於
新
亭
、
俄
傷
万
古
。
」
部
分
。
『
世
説
新
語
』
由
来
の
金
陵
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関
係
故
事
と
し
て
は
、
前
掲
の
明
帝
の
故
事
と
と
も
に
、
最
も
採
用
さ
れ
る
頻

度
が
高
い
。
『
世
説
新
語
』
「
言
語
篇
」
に
「
過
江
諸
人
、
毎
至
美
日
、
輯
相
逝

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

新
亭
、
籍
卉
飲
宴
。
周
侯
（
周
顕
の
こ
と
）
中
坐
而
歎
日
、
『
風
景
不
殊
、
正
自

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

有
山
河
之
異
。
』
皆
相
視
流
涙
。
唯
王
丞
相
（
王
導
の
こ
と
）
鰍
然
変
色
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

『
当
共
裁
力
王
室
、
克
復
神
州
、
何
至
作
楚
囚
相
対
。
』
」
と
あ
る
。
東
晋
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

士
達
が
金
陵
の
東
南
郊
外
に
あ
る
新
亭
（
正
確
な
所
在
地
は
不
明
）
で
宴
会
を

開
い
た
際
、
周
顕
が
北
方
の
中
原
地
区
（
と
り
わ
け
首
都
で
あ
っ
た
洛
陽
を
想

定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
の
陥
落
を
嘆
い
て
涙
し
た
の
に
対
し
、
王
導
が

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
失
地
を
回
復
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
激
励
し
た
話
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
こ
の
故
事
は
李
白
詩
「
金
陵
新
亭
」
に
「
金
陵
風
景
好
、
豪
士
集
新
亭
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

挙
目
山
河
異
、
偏
傷
周
顕
情
。
四
坐
楚
囚
悲
、
不
憂
社
稜
傾
。
王
公
何
慷
慨
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ

千
載
仰
雄
名
。
」
、
「
金
陵
三
首
、
其
三
」
に
「
苑
方
秦
地
少
、
山
似
洛
陽
多
。
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

許
渾
「
金
陵
懐
古
」
詩
に
「
英
雄
一
去
豪
華
尽
、
唯
有
青
山
似
洛
中
。
」
と
あ
る

な
ど
、
王
勃
以
降
に
も
し
ば
し
ば
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
⑪
は
本
文
「
九
江
為
別
、
帝
里
隔
於
雲
端
」
に
当
た
る
。
こ
こ
で
の
「
九
江
」

は
河
川
の
多
い
金
陵
一
帯
の
地
、
「
帝
里
」
と
は
帝
都
長
安
（
な
い
し
は
事
実
上
、

則
天
武
后
の
執
政
時
代
で
あ
る
か
ら
洛
陽
も
含
め
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
）

を
指
す
。
長
安
と
金
陵
と
の
遠
い
隔
た
り
を
嘆
く
も
の
と
し
て
は
、
や
は
り
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

白
の
「
登
金
陵
鳳
風
台
」
詩
の
「
総
為
浮
雲
能
蔽
日
、
長
安
不
見
使
人
愁
。
」
が

名
高
い
。

　
以
上
、
王
勃
の
こ
の
「
江
寧
呉
少
府
宅
饅
宴
序
」
が
、
い
か
に
多
岐
に
わ
た
っ

て
金
陵
の
都
市
と
し
て
の
「
肖
像
」
を
描
き
出
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
さ

王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

ら
に
そ
の
王
勃
が
抽
出
し
典
型
化
し
た
金
陵
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
い
か
に
以
後
の

金
陵
関
係
詩
文
の
そ
れ
と
重
複
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
直
後
に
書
か
れ
た
彼
の
代
表
作
「
秋
日
登
洪
府
藤

王
閣
饅
別
序
」
（
い
わ
ゆ
る
「
藤
王
閣
の
序
」
）
に
構
成
法
や
語
彙
・
表
現
な
ど

が
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
習
作
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
唐
代
金
陵
詩
文
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
作
品
を
位
置
づ
け
た
場

合
、
そ
の
功
績
は
極
め
て
多
大
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

五
、
小
結
～
領
土
の
拡
大
化
と
土
地
イ
メ
ー
ジ
の
典
型
化

　
唐
王
朝
の
成
立
は
、
三
百
年
に
わ
た
る
中
国
分
裂
時
代
の
終
焉
を
意
味
し
て

い
た
。
こ
れ
は
唐
代
の
詩
人
達
の
行
動
半
径
を
も
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
と
言
え

る
。
わ
ず
か
二
十
七
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
王
勃
に
し
て
も
、
竜
門
、
洛
陽
、
長

安
、
及
び
呉
越
や
蜀
の
各
地
、
果
て
は
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
地
に
ま
で
そ
の
足

跡
が
及
ん
で
い
る
。
ま
た
か
り
に
自
分
が
訪
れ
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
親
族
や
友

人
達
も
同
様
に
広
大
な
中
国
各
地
（
場
合
に
よ
っ
て
は
西
域
や
異
国
の
地
に
ま

で
）
を
旅
す
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
自
ら
が
旅
立
つ
に
せ
よ
、
他
者
が
旅
立

つ
に
せ
よ
、
詩
文
の
制
作
者
は
そ
れ
ら
の
土
地
に
対
す
る
膨
大
な
知
識
を
有
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
常
に
文
学
的
な
発
想
で
描
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
負
担
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
土
地
イ
メ
ー
ジ
の
限
定
化
、
典
型
化
が
必
要
に
な
っ
て

五
一
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
1
　
第
三
十
四
号

く
る
。
書
き
手
も
読
み
手
も
共
有
で
き
る
共
通
の
土
地
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
で
あ

る
。
唐
詩
人
達
の
長
年
の
努
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
土
地
が
典
型
化
．
イ
メ
ー

ジ
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
の
成
果
が
今
日
も
な
お
中
国
各
地
で
観
光
地
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
想
像
が
で
き

る
。　

こ
の
金
陵
も
ま
た
唐
代
の
詩
文
に
よ
っ
て
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
、

そ
し
て
典
型
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
先
縦
を
成
し
た
の
が
、
宮
体
詩
中
心
の
初

唐
詩
に
新
風
を
吹
き
込
み
、
盛
唐
詩
誕
生
へ
の
道
筋
を
明
確
に
示
し
た
、
王
勃

と
い
う
早
熟
の
天
才
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
金
陵
に
と
っ
て
も
幸
福
な
出
来

事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
1
）
「
江
寧
呉
少
府
宅
饅
宴
序
」
は
、
文
中
に
「
五
嶺
方
鍮
、
交
州
在
於
天
際
」
と
あ
る
こ

　
　
と
か
ら
、
王
勃
が
父
の
在
所
、
交
州
交
趾
県
（
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
に
赴
く
途
次
、
す

　
　
な
わ
ち
上
元
二
（
六
七
五
）
年
秋
、
二
六
歳
の
作
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
。
「
白
下
駅

　
　
饅
唐
少
府
」
「
秋
日
登
冶
城
北
楼
望
白
下
序
」
に
は
製
作
年
代
を
確
定
し
う
る
記
述
は

　
　
な
く
、
特
に
「
秋
日
登
冶
城
北
楼
望
白
下
序
」
は
冒
頭
に
諸
国
を
漫
遊
す
る
歓
び
と

　
　
も
解
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
、
一
方
、
自
分
の
せ
い
で
遠
く
左
遷
さ
れ
た
父
の
在
所
を

　
　
訪
れ
る
と
い
っ
た
悲
壮
感
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
十
代
の
早
期
の
作
品

　
　
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
張
志
烈
『
初
唐
四
傑
年
譜
』
（
巴
蜀
書
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
一
九
九
三
年
）
は
、
「
綿
州
北
亭
書
公
宴
序
」
に
「
昔
往
東
呉
、
已
有
梁
鴻
之
志
。
今

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
来
西
蜀
、
非
無
張
載
之
懐
。
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
入
蜀
以
前
に
「
東

五
二

　
　
呉
」
地
方
に
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
年
を
高
宗
乾
封
二
（
六
六
七
）
年

　
　
秋
、
王
勃
一
八
歳
と
比
定
し
、
さ
ら
に
「
秋
日
登
冶
城
北
楼
望
白
下
序
」
も
こ
の
年

　
　
の
作
と
す
る
（
P
品
）
。
ま
た
、
陶
敏
・
傅
瑛
綜
著
『
唐
五
代
文
学
編
年
史
・
初
盛
唐

　
　
巻
』
（
遼
海
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、
「
東
呉
」
漫
遊
の
時
期
を
高
宗
麟
徳
二

　
　
　
（
六
六
五
）
年
秋
、
王
勃
一
六
歳
の
時
と
し
、
「
白
下
駅
饅
唐
少
府
」
「
秋
日
登
冶
城

　
　
北
楼
望
白
下
序
」
い
ず
れ
も
こ
の
年
の
作
と
し
て
い
る
（
P
鵬
）
。
以
上
の
よ
う
に
製

　
　
作
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
多
少
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
三
作
品
い
ず
れ
も
、
六
六

　
　
五
年
頃
か
ら
六
七
五
年
の
約
十
年
間
に
絞
れ
る
と
い
う
点
で
は
非
常
に
貴
重
で
あ

　
　
る
。

（
2
）
李
白
の
金
陵
関
係
詩
文
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）

　
　
～
李
白
詩
に
見
え
る
金
陵
の
地
名
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
二
六
集
、
二
〇
〇
七
年
）

　
　
を
参
照
。
李
白
の
場
合
、
詩
の
み
に
限
定
し
て
も
詩
題
・
詩
中
・
詩
序
に
金
陵
の
地

　
　
名
が
含
ま
れ
る
作
品
は
五
十
八
首
に
及
ぶ
。
唐
代
最
も
多
く
金
陵
を
う
た
っ
た
詩
人

　
　
と
言
え
る
。

（
3
）
「
明
帝
紀
」
で
は
以
下
の
通
り
。
「
明
皇
帝
諒
紹
、
字
道
畿
、
元
皇
帝
長
子
也
。
幼
而

　
　
聡
哲
、
為
元
帝
所
寵
異
。
年
数
歳
、
嘗
坐
置
膝
前
。
属
長
安
使
来
、
因
問
帝
日
、
『
汝

　
　
謂
日
与
長
安
敦
遠
。
』
対
日
、
『
長
安
近
。
不
聞
人
従
日
辺
来
、
居
然
可
知
也
。
』
元
帝

　
　
異
之
。
明
日
、
宴
群
僚
、
又
問
之
。
対
日
、
『
日
近
。
』
元
帝
失
色
、
日
、
「
何
乃
異
間

　
　
者
之
言
乎
。
」
対
日
、
「
挙
目
則
見
日
、
不
見
長
安
。
』
由
是
益
奇
之
。
」

（
4
）
こ
の
二
句
に
対
し
て
は
、
「
積
極
向
上
的
精
神
」
を
持
つ
と
い
う
評
（
黄
柄
輝
『
唐
詩

　
　
人
才
漫
話
』
「
去
去
如
何
道
、
長
安
在
日
辺
～
漫
談
王
勃
的
稟
賦
才
華
」
〔
海
峡
文
芸

　
　
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〕
）
や
、
「
詩
句
活
用
此
典
、
意
為
長
安
如
日
、
錐
然
遥
遠
、

　
　
但
挙
頭
可
見
。
這
是
勧
慰
朋
友
的
話
。
詩
人
用
含
蓄
的
語
言
、
表
達
了
対
友
人
未
来

　
　
的
無
限
期
待
、
同
時
也
流
露
出
自
己
被
庭
離
長
安
的
失
落
感
和
恨
個
之
情
。
」
（
季
伏

　
　
昆
主
編
『
金
陵
詩
文
鑑
賞
』
〔
南
京
出
版
社
、
一
九
九
八
年
〕
「
白
下
駅
饅
唐
少
府
」

　
　
　
〔
杜
黎
均
執
筆
担
当
〕
）
と
い
う
評
が
あ
る
。
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（
5
）
『
晋
書
』
「
王
導
伝
」
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
過
江
人
士
、
毎
至
暇
日
、
相
要
出
新

　
　
亭
飲
宴
。
周
顕
中
坐
而
歎
日
、
『
風
景
不
殊
、
挙
目
有
江
河
之
異
。
』
皆
相
視
流
涕
。
惟

　
　
導
傲
然
変
色
日
、
『
当
共
力
王
室
、
克
復
神
州
、
何
至
作
楚
囚
相
対
泣
邪
。
』
衆
収
涙

　
　
而
謝
之
。
」

（
6
）
新
亭
の
所
在
地
の
考
証
に
つ
い
て
は
盧
海
鳴
『
六
朝
都
城
』
第
四
章
「
七
、
新
亭
塁
」

　
　
を
参
照
の
こ
と
。
長
江
に
面
す
る
高
台
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
七
九
「
観
」
に
「
「
輿
地
志
』
、
丹
陽
郡
秣
陵
県
新
亭
朧
有
遠
望
楼
。
又
名
労
労
楼
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
末
（
「
宋
」
の
誤
り
？
）
改
為
臨
槍
観
。
行
人
分
別
之
所
。
」
と
あ
り
、
ま
た
『
太
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
簑
宇
記
』
巻
九
〇
「
上
元
県
」
に
は
「
臨
槍
観
、
在
労
山
山
上
。
有
亭
七
間
。
名
日

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
新
亭
。
呉
所
築
。
宋
改
為
新
亭
中
間
、
名
臨
槍
観
。
晋
周
顕
与
王
導
等
当
春
日
登
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
会
宴
。
顕
日
、
風
景
不
殊
、
挙
目
有
河
山
之
異
。
即
謂
之
労
労
城
。
古
送
別
所
。
」
と

　
　
あ
る
。

δ
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王
勃
の
金
陵
関
係
詩
文
　
（
寺
尾
　
剛
）

五
三


